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評価に用いる温度の考え方について 

1．基本方針

コンクリートの技術評価に用いる温度は実測値を基本とし，2002 年 2 月から 2012 年 1 月に計

測された最大値を用いる。 

採用にあたっては，計測位置と評価対象部位との位置関係を考慮し，保守的な値であることを

確認する。なお，解析値の方が保守的な値である場合は，解析値を採用する。 

2．熱によるコンクリートの強度低下 

評価対象部位は一次遮へい壁とし，評価点は一次遮へい壁内側とした。評価温度は，コンクリ

ートの内部発熱も考慮した温度分布解析結果※は 45.5℃であることから，別紙 5に示すとおり，

一次遮へい壁に対して温度条件の厳しくなる原子炉格納容器内の雰囲気温度とし，実測値の最高

温度である 62℃（ガンマ線遮へい壁近傍）を採用した。熱によるコンクリートの強度低下の評

価に用いる最高温度の計測位置を，図-別紙 4-1 に示す。 

※：工事計画認可申請書添付書類「生体しゃへい装置の放射線のしゃへい及び熱除去についての

計算書」 

評価対象部位：一次遮へい壁 

図-別紙 4-1 熱によるコンクリートの強度低下 評価温度概要 

温度測定位置（62℃） 

評価に用いる温度：62℃ 
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3．熱によるコンクリートの遮へい能力低下 

評価対象部位は，原子炉圧力容器近傍に位置するガンマ線遮へい壁とした。ガンマ線遮へい壁

近傍で測定された雰囲気温度の最高温度は 62℃であるが，コンクリートの内部発熱も考慮した

温度分布解析結果※は 78℃であり，解析値の方が実測値よりも高い値であるため，評価温度は解

析値の 78℃とした。 

熱によるコンクリートの遮へい能力低下の評価に用いる評価温度の概要を，図-別紙 4-2 に示

す。 

※：工事計画認可申請書添付書類「生体しゃへい装置の放射線のしゃへい及び熱除去についての

計算書」 

図-別紙 4-2 熱によるコンクリートの遮へい能力低下 評価温度概要 

温度測定位置（62℃） 

評価に用いる温度：78℃ 

評価対象部位：ガンマ線遮へい壁 

温度分布解析による最高温度：78℃ 
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熱による遮へい能力低下の評価点における温度分布解析について 

１．はじめに 

 熱による遮へい能力低下における温度分布解析については，建設時の工事計画認可申請書添付

書類「生体しゃへい装置の放射線のしゃへい及び熱除去についての計算書」による。 

 一次遮へい中のガンマ線による熱発生は，SPAN コードを用いて遮へい壁に吸収されたガンマ

線エネルギが全て熱に変換されるとして計算している。 

 一次遮へい壁中におけるガンマ線エネルギ束の減衰および発熱量の計算結果を図-別紙 15-1，

遮へい壁中の温度分布を図-別紙 15-2 に示す。 

図-別紙 15-1 ガンマ線エネルギ束の減衰および発熱量の計算結果 
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図-別紙 15-2 一次遮へい壁中の温度分布 




